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同の理由」という 3つの観点から母音の混同記述を考察する（表 1－5）。 
 
表 1－1 教科書に関する日本語母音の考察 
出版年 著者 教材 理論の説明 知覚練習 産出練習 
2009 彭广陆・守屋三千代 综合日语第二版 〇 △ 〇 
2012 许小明 新编日语教程 〇 × 〇 
2012 スリーエーネット
ワーク 
みんなの日本語 初級 × × △ 
2013 人民教育出版社 标准日本语第二版初级 〇 △ 〇 
2016 周平・陈小芬 新编日语（重排本） △ △ 〇 
 
表 1－2 中国側における音声指導書に関する日本語母音の考察 
出版年 著者 教材 理論の説明 知覚練習 産出練
習 
2006 张卓宏 五十音图与语音语调 〇 〇 〇 
2007 盐原慎次朗 日语语音体操 ○ × ○ 





× 〇 〇 
2013 刘佳琦 日语语音学教程 〇 △ △ 




表 1－3 日本側における音声参考書における日本語母音の考察 
出版年 著者 教材 理論の説明 知覚練習 産出練習 
2004 戸田貴子 コミュニケーションのた
めの日本語発音レッスン 
× × × 
2005 今石元久 音声研究入門 △ × × 
2009 国際交流基金 日本語教授法シリーズ 2
音声を教える 
〇 △ 〇 
2012 城生佰太郎 日本語教育の音声 ○ × × 
2014 河野俊之 音声教育の実践 × × × 
2016 加藤重広・安藤智
子 
基礎から学ぶ音声学講義 ○ △ △ 
2018 松崎寛・河野俊之 よくわかる音声 ○ × × 
表 1－4 学習者が間違えやすい発音の記述 
文献 母音 その他（単音レベルの誤り） 































表 1－5 学習者による母音混同の記述 
文献 混同の現象 混同の実例 混同の理由 


































こし記述がある程度であった（表 1－1～表 1－3）。 















































表 1－6 調査協力者 
教師 性別 教育機関 年齢 学歴 日本語教育
歴 
専門 
Ｔ1 女性 中国黒龍江の A大学 4０代 修士 約 2０年 日本語学 
Ｔ2 男性 中国河北省の B大学 5０代 修士 約 16年 日本語学 
Ｔ3 女性 中国遼寧省の C大学 4０代 修士 約 1０年 日本語学 
Ｔ4 女性 中国北京市の D大学 3０代 博士 約 1０年 日本語音声学 
Ｔ5 女性 中国天津市の E大学 3０代 博士 約 6年 日本語音声学 
9 
Ｔ6 男性 中国北京市の F大学 3０代 修士 約 3年 比較文化 
Ｔ7 女性 中国広東省の G大学 3０代 修士 約 6年 日本語教育 
Ｔ8 女性 中国福建省の H大学 3０代 修士 約 6年 第二言語習得 
表 1－7 日本語教師に対するインタビューの結果 
協力
者 
























































































































































































































































②日本語の聞き取りで難しい音があるか。  ある・ない 
あれば、それはどんな音か。 















図 1－1 知覚において難しい発音の有無 
図 1－2 産出において難しい発音の有無 
図 1－3 知覚において難しい音 
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し 音声産出 →→→ 音 声 →→→ 音声知覚  き 
手 手 




















る 58名の学習者(初級・中級・上級)に対して行った。第 5、6章の音声実験は 2018年
11月に中国国内の日本語専攻の学習者 29名(学習歴は 3ヶ月)に対して行った。第 8
章は 2019年 2月に中国国内の日本語専攻の学習者 29名(第 5、6章の学習者と同様で
あるが、学習歴は 9ヶ月)に対して行った。第 9、10、11章は 2019年 7月に中国国内


































 本論は第 3章から第 11章で構成されている。日本語母音/a//e/による知覚・産出調



















































































図 2－1 日本語母音三角形図 
表記すると以下のようになる。 
  日本語の[a] 非円唇・中舌・広母音 
  日本語の[i] 非円唇・前舌・狭母音 
  日本語の[ɯ] 非円唇・後舌・狭母音 
  日本語の[e] 非円唇・前舌・半狭（半広）母音 
 日本語の[o] 円唇・後舌・半狭（半広）母音 
小 































表 2－1 中国語の母音 
母音 種類 ピンイン[IPA] 
単母音 舌面母音 a[a]、o[o]、e[ɤ]、i[i]、u[u]、ü[y] 
舌尖母音 i[ɿ]、i[ʅ] 
捲舌母音 er[ər] 
複母音 下降二重母音 ai[ai]、ei[ei]、ao[au]、ou[ou] 



































表 2－2 日本語の音節 
平仮名 子音 半母音 母音 音韻としての名称 
あ a 
わ w a 
や j a 
か k a 
にゃ ɲ a 
き k j i 
きゃ k j a 拗音 
ん N 撥音 
っ（た） 促音 
あー aː 母音の長音 






















鹅 e 二声 
藕 o u 三声 
叶 i e 四声 
歪 u a i 一声 
昂 a ng 二声 
远 ü a n 三声 
笛 d i 二声 
手 sh o u 三声 
节 j i e 二声 
快 k u a i 四声 
钢 g a ng 一声 





























図 2－5 男性アナウンサー12名のフォルマント図9 
表 2－4 男性アナウンサーによるフォルマント周波数の平均値 
平均値 
母音 F1 F2 
イ 284 2214 
エ 450 2001 
ア 792 1209 
オ 431 650 
ウ 315 1103 
森(2015)は多言語の母音のフォルマント分布から特徴、類似点、相違点を明らかに
した。その結果、日本語は基本的に違う母音では F1，F2 が重なることはなかった(図
2－6)。[a], [u]においては F1, F2 が二者間でかなり近く、あまり個人差がなかった。






て大きく、[y]において多少 F2 に広く分布しているのがみられた。しかし、 F1に関






図 2－6 日本語母音のフォルマント 

















表 2－5 母音/e/がある母語話者が産出した/a//i//e/フォルマント値11 
フォルマント a(Hz) i(Hz) e(Hz) 
青島 
方言 
F1 710 344 366 
F2 1205 2196 2196 
成都 
方言 
F1 1141 322 473 
F2 1464 2917 2627 
南京 
方言 
F1 732 279 409 
F2 1033 1959 1744 
合肥 
方言 
F1 775 301 387 
F2 1205 2110 2433 
呉方言 F1 947 344 516 
F2 1313 2433 2325 
赣方言 F1 968 301 473 
F2 1550 2390 2390 
客家 
方言 
F1 1155 409 452 
F2 1864 3165 2734 




F2 1141 2196 1937 
閩方言 F1 1098 387 430 












































Learning Model）」と Major&Kim（1996）の「類似性仮説（SDRH： Similarity Differential 
Rate Hypothesis）」が近年の主流となっている。 
  Flege（1995）の「SLM」は、現在でも非常に注目されている音声学習モデルであり、 
以下のことを主張している。 
L2 の知覚と産出は母語音声への類似性に基づき、相対的な難易度を予測すること 
が可能である。L1 音と異なる新しい L2 音は学習が比較的容易だが、L2 音が L1 






対して、新しい音の場合は L1 の中で代用するものがなく、L2 音を新しい音として認
識するため習得の難易度が低いと述べている。 
学習者が L2 音を如何に聞き取って知覚カテゴリーを構築するかに関する Best 




る際に L1 に似ている L2 音を L1 にある対照音と同じ物として捉え、習得過程で一
貫してその L1 音で代用してしまい、それに対して、新しい音の場合は L1 の中で代
用するものがなく、L2 音を新しい音として認識するため習得されやすいとしている。  
その後に出てきた Major & Kim（1996）の「類似性仮説」は基本的に Flege（1995）
と同じく「類似性」に基づいた仮説であるが、Flege（1995）における習得の「難易度」
という概念を批判している。たとえば、初級に当たる早い段階では、学習項目 A が学
習項目 Bよりできているとする。しかし、もし B の習得が十分に速く進むのであれ
ば、上級の段階となると、B が A を上回ることも考えられる。そのため、段階によっ















































































































































 上位群は 17名で、全て日本語能力試験 N1に合格している。中位群は 21名で、日本語能力














⑤ 4モーラ語は前の 2モーラは特殊拍とし、後ろの 2モーラは混同が生じやすい撥音
と後続母音/i/を組み合わせた。
表 3－1 2モーラの調査語彙 
撥音 かん けん 




その他 かま けま 
表 3－2 3モーラの調査語彙 
語頭 語中・語尾 
撥音 かんま けんま まかん まけん 
促音 かった けった たっか たっけ 
長母音 かーま けーま まーか まーけ 
連母音 かいま けあま まかい まけあ 
かうま けいま まかう まけい 
40
かえま けうま まかえ まけう 
かおま けおま まかお まけお 
表 3－3 4モーラの調査語彙 
撥音 かんかん けんけん 
促音 かっかい けっけい 














知覚調査の混同状況は、以下の表 3-4、図 3－1～3－4のとおりである。 
41
表 3-4 混同例数 
混同 レベル 撥音 促音 長音 /i/ /u/ /a//e/ /o/ その他 総数 
/a/ 
/e/ 
下位 24 1 4 21 4 6 4 0 64 
中位 7 1 1 8 1 3 0 0 21 
上位 6 0 0 2 1 2 1 0 12 
総数 37 2 5 31 6 11 5 0 97 
図 3－1 /a//e/の混同率 
図 3－2 学習レベル別の混同率 
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図 3－3 音環境による混同率 
































混同がみられた。混同数は 64例で、混同率は 6.2％である。中級学習者 21名のうち
では 9名に混同が見られた。混同数は 21例で、混同率は 1.9％である。上級学習者 18



















下位群 中位群 .59259* .14260 .000 .2552 .9300 
上位群 .75926* .14260 .000 .4219 1.0966 
中位群 下位群 -.59259* .14260 .000 -.9300 -.2552 
上位群 .16667 .14260 .474 -.1707 .5040 
上位群 下位群 -.75926* .14260 .000 -1.096 -.4219 



































2 3 -.30952 .44792 .770 -1.3908 .7718 
4 -1.88095* .51071 .002 -3.1138 -.6481 
3 2 .30952 .44792 .770 -.7718 1.3908 
4 -1.57143* .42494 .002 -2.5972 -.5456 
4 2 1.88095* .51071 .002 .6481 3.1138 
3 1.57143* .42494 .002 .5456 2.5972 




























































































































産出調査の混同状況は、以下の表 4-1、図 4－1～図 4－5のとおりである。 
表 4-1 混同例数 




下位 28 3 3 13 2 3 2 0 54 
中位 4 0 2 8 1 1 0 0 16 




下位 15 3 4 11 2 2 2 1 40 
中位 4 0 1 7 1 1 2 0 16 
上位 2 0 0 3 0 0 1 0 6 
総数 59 6 11 48 7 7 8 1 147 
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図 4－1 /a//e/の混同率 
図 4－2 学習レベル別の混同率 
図 4－3 音環境による結果 
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図 4－4 学習レベル別の/a/を/e/とする誤り 




 図 4－2は学習レベル別の混同率、下位群の混同数は 1026例のうち 94例、中位群の











































表 4－2 学習レベル別の分散分析結果 
平方和 df 平均平方 F 有意確率 
グループ間 170.206 2 85.103 6.819 .002 
グループ内 686.415 55 12.480 














下位群 中位群 3.446 1.119 .009 .68 6.21 
上位群 3.851 1.162 .005 .98 6.72 
中位群 下位群 -3.446 1.119 .009 -6.21 -.68 
上位群 .405 1.135 .932 -2.40 3.21 
上位群 下位群 -3.851 1.162 .005 -6.72 -.98 
中位群 -.405 1.135 .932 -3.21 2.40 






























16 今回の調査対象者は北方方言話者 46名で、そのうち、男性学習者 28名、女性学習者 18名
である。そして、呉方言話者は男性学習者が 3名で、女性学習者が 4名である。閩方言話者は






図 4－6 母語話者が産出した/ａ/と/ｅ/ののフォルマント 
図 4－7 北方方言の男性学習者が産出した/ａ/と/ｅ/のフォルマントの平均値 




  図 4－10 北方方言の男性学習者産出した後続連母音/i/による/a//e/のフォルマ
ントの平均値 
図 4－11 北方方言の女性学習者が産出した/ａ/と/ｅ/のフォルマントの平均値 
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図 4－15  SDN1による/a//e/のフォルマント 




































表 4－4 モーラ数別の多重比較 








3モーラ -1.155 .619 .203 -2.69 .38 
4モーラ -3.440* .705 .000 -5.19 -1.69
3モー
ラ 
2モーラ 1.155 .619 .203 -.38 2.69 
4モーラ -2.286* .587 .001 -3.74 -.83 
4モー
ラ 
2モーラ 3.440* .705 .000 1.69 5.19 
3モーラ 2.286* .587 .001 .83 3.74 














































































破裂音 無声音 p t k 
有声音 b d g 
破擦音 無声音 ts tʃ 
有声音 dz dʒ 
摩擦音 無声音 ɸ s ʃ ç h 
有声音 w z ʒ j 
鼻音 無声音 
有声音 m n ɲ ŋ  ɴ 
弾き音 有声音 ɾ 










































摩擦音 無声音 F[f] s[s] h[x] x[ʃ] sh[ʂ] 
有声音 r[ɻ] 
鼻音 有声音 m[m] n[n] ng[ŋ] 
弾き音 有声音 ｌ[l] 








































































総数 6 4 5 5 4 4 9 10 1 2 1 
*杜(2011)のデータを元に
表 5－4  日本語の/ai//ei//aN//eN/と中国語の対照 
日本語 中国語 
aN an uan ian üan 
eN ian üan an uan 
ai ai ei uai i ia ie 

















































/ai/ /aN/ /ei/ /eN/ 
破裂
音 
無声音 /k/ かいさん解散 かんけい関係 けいけん経験 けんかい見解 
/t/ たいけい体系 たんさん炭酸 ていけい定型 てんけい典型 
有声音 /g/ がいけん外見 がんめん顔面 げいかい芸界 げんめい厳命 
/d/ だいげん代言 だんねん断念 でいたん泥炭 でんせん伝染 
/b/ ばいかい媒介 ばんねん晩年 べいはん米飯 べんかい弁解 
摩擦
音 
無声音 /h/ はいけい背景 はんせい反省 へいめん平面 へんたい変態 
/s/ さいさん再三 さんばい三杯 せいさん生産 せんせい先制 
破擦 有声 /dz/ ざいさん財産 ざんてい暫定 ぜいかん税関 ぜんたい全体 
鼻音 有声音 /m/ まいかい毎回 まんかい満開 めいれい命令 めんかい面会 
/n/ ないせい内省 なんだい難題 ねいかん佞奸 ねんかん年間 
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弾き 有声 /ｒ/ らいねん来年 らんせん乱戦 れいせい冷静 れんあい恋愛 
4.3 調査の手順 
 まず、調査語彙リストをランダムに並べ替え、音声を安定させるため、キャリアセ














表 5－6 知覚における/a//e/の混同結果 
度数 平均値 
標準 偏
差 最小値 最大値 尖度 歪度 
/a/→/e/ 22 4.3182 3.85927 .00 13.00 .550 1.084 
/e/→/a/ 22 2.7273 2.51058 .00 11.00 4.608 1.790 
合計 44 3.5227 3.31655 .00 13.00 1.850 1.443 
表 5－7 U 検定の結果 
検定統計量 a 
混同数 
Mann-Whitney の U 184.5 
72
Wilcoxon の W 437.5 
Z -1.366 















/ai/ /aN/ /ei/ /eN/ 総数 
破裂音 無声音 /k/ 1 3 11 4 19 
/t/ 3 0 5 5 13 
有声音 /g/ 5 3 2 3 13 
/d/ 1 3 4 6 14 
/b/ 5 1 1 3 10 
摩擦音 無声音 /h/ 2 0 1 2 5 
/s/ 8 10 0 1 19 
破擦音 有声音 /dz/ 13 13 2 0 28 
鼻音 有声音 /m/ 3 0 1 0 4 
/n/ 7 5 1 3 16 
弾き音 有声音 /ɾ/ 6 3 3 2 14 
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総数 54 41 31 29 155 
表 5－9 語頭子音による/ai//ei//aN//eN/の差異 
平方和 df 平均平方 F 有意確率 
グループ間 35.705 3 11.902 1.089 .365 
グループ内 437.273 40 10.932 





表 5－10 知覚における地域別の個人差 
調査対象者 出身地 混同数 調査対象者 出身地 混同数 
1 遼寧 12 16 遼寧 5 
2 遼寧 10 17 遼寧 5 
3 遼寧 8 18 遼寧 4 
4 遼寧 8 19 遼寧 0 
5 遼寧 8 20 遼寧 0 
6 遼寧 7 21 遼寧 0 
7 遼寧 7 22 河北 12 
8 遼寧 7 23 河北 4 
9 遼寧 6 24 河北 3 
10 遼寧 6 25 河北 3 
11 遼寧 6 26 河北 2 
12 遼寧 6 27 天津 5 
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13 遼寧 6 28 天津 3 
14 遼寧 5 29 天津 2 
15 遼寧 5 総数 
表 5－11 知覚における学習者の差異 
母音 度数 平均値 標準偏差 平均値の標準誤差 
/a/ 29 3.2759 1.84964 .34347 











































/dz/ 歯茎音 破擦音 有声 26 2 28 24.14% 
/s/ 歯茎音 摩擦音 無声 18 1 19 16.38% 
/k/ 軟口蓋 破裂音 無声 4 15 19 16.38% 
/n/ 歯茎音 鼻音 有声 12 4 16 13.79% 
/d/ 歯茎音 破裂音 有声 4 10 14 12.07% 
/r/ 歯茎音 弾き音 有声 9 5 14 12.07% 
/t/ 歯茎音 破裂音 無声 3 10 13 11.21% 
/g/ 軟口蓋 破裂音 有声 8 5 13 11.21% 
/r/ 歯茎音 弾き音 有声 9 5 14 12.07% 
/b/ 両唇音 破裂音 有声 6 4 10 8.62% 
/h/ 声門音 摩擦音 無声 2 3 5 4.31% 
/m/ 両唇音 鼻音 有声 3 1 4 3.45% 
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95 60 155 12.15% 












































































 調査語彙リストは表 5－5を参照。 
4.3 調査の手順 
 まず、調査語彙リスト 44語をランダムに並べ替え、音声を安定させるため、キャリ






























「平面」、「冷静」の混同数は 30例から 50例である。 













/k/ 4 14 55 31 104 
/t/ 0 11 39 28 78 
有声
音 
/g/ 7 17 40 29 93 
/d/ 8 21 43 22 94 





/h/ 1 1 39 32 73 
/s/ 9 28 62 23 122 





/m/ 5 12 40 22 79 





/ɾ/ 4 22 35 30 
91 
総数 57 176 495 309 1037 
表 6－3 子音別による/ai//aN//eN//ei/の分散分析 
平方和 df 平均平方 F 有意確率 
グループ間 9626.250 3 3208.750 60.584 .000 
グループ内 2118.545 40 52.964 










混同 学習者 平均値 
標準 偏
差 最小値 最大値 尖度 歪度 
/a/→/e/ 22 10.5909 8.86759 .00 34.00 1.220 1.274 
/e/→/a/ 22 36.5455 11.30414 21.00 62.00 -.045 .624 






表 6－4 地域別における個人差 
調査対象者 出身地 混同数 調査対象者 出身地 混同数 
1 遼寧 72 16 遼寧 13 
2 遼寧 68 17 遼寧 8 
3 遼寧 58 18 遼寧 7 
4 遼寧 56 19 遼寧 3 
5 遼寧 54 20 遼寧 1 
6 遼寧 45 21 遼寧 0 
7 遼寧 44 22 河北 86 
8 遼寧 43 23 河北 69 
9 遼寧 43 24 河北 54 
10 遼寧 40 25 河北 17 
11 遼寧 36 26 河北 7 
12 遼寧 23 27 天津 83 
13 遼寧 16 28 天津 37 
14 遼寧 14 29 天津 27 
15 遼寧 13 総数 1037 
表 6－5 産出における学習者の差異 
母音 度数 平均値 標準偏差 平均値の標準誤差 
/a/ 116 2.0086 2.15687 .20026 























表 6－6 子音別による/a//e/の混同数 
子音 調音位置 調音方法 有声無声 /a/→/e/ /e/→/a/ 混同数 混同率％ 
/dz/ 歯茎音 破擦音 有声 41 97 138 29.74 
/s/ 歯茎音 摩擦音 無声 37 85 122 26.29 
/k/ 軟口蓋音 破裂音 無声 18 86 104 22.41 
/d/ 歯茎音 破裂音 有声 29 65 94 20.25 
/g/ 軟口蓋音 破裂音 有声 24 69 93 20.04 
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/r/ 歯茎音 弾き音 有声 26 65 91 19.61 
/b/ 両唇音 破裂音 有声 13 70 83 17.89 
/n/ 歯茎音 鼻音 有声 15 67 82 17.67 
/m/ 両唇音 鼻音 有声 17 62 79 17.02 
/t/ 歯茎音 破裂音 無声 11 67 78 16.81 
/h/ 声門音 摩擦音 無声 2 71 73 15.73 
233 804 1037 20.32 















図 6－2 漢字音と平仮名の対比 
表 6－7 漢字音と平仮名による子音種の統計結果 
子音 漢字 平仮名 2 P 
/k/ 47 57 0.926 0.327 
/t/ 41 37 0.205 0.651 
/g/ 50 43 0.527 0.468 
/d/ 48 46 0.043 0.837 
/b/ 46 37 0.976 0.323 
/h/ 39 34 0.342 0.558 
/s/ 63 59 0.131 0.717 
/dz/ 79 59 2.899 0.089 
/m/ 40 39 0.013 0.910 
/n/ 45 37 0.780 0.377 
/r/ 38 53 2.473 0.116 
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音声研究において、注目された Flege(1995)の「音声学習モデル(SLM: Speech 
Learning Model)」では目標言語を習得する時、母語と類似している項目より、類似し
ていない項目のほうが習得が早いという。 Major＆Kim(1996)の「類似性仮説(SDRH: 













































































図 7－1 知覚得点と産出得点の相関関係の散布図 
図 7－2 中位群における知覚得点と産出得点の相関関係の散布図 
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表 7－1 全ての学習者による日本語母音/a//e/の知覚と産出の相関分析 
知覚 産出 
知覚 Pearson の相関係数 1 .804** 
有意確率 (両側) .000 
度数 58 58 
表 7－2 下位群による日本語母音/a//e/の知覚と産出の相関分析 
知覚 産出 
知覚 Pearson の相関係数 1 .785** 
有意確率 (両側) .000 
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度数 19 19 
表 7－3 中位群による日本語母音/a//e/の知覚と産出の相関分析 
知覚 産出 
知覚 
Pearson の相関係数 1 .545* 
有意確率 (両側) 0.011 
度数 21 21 
表 7－4 上位群による日本語母音/a//e/の知覚と産出の相関分析 
知覚 産出 
知覚 Pearson の相関係数 1 .618** 
有意確率 (両側) 0.006 


























表 7－6 語頭子音に後続する/ai//ei//aN//eN/の差異(分散分析の結果) 
平方和 df 平均平方 F 有意確率 
知覚 
グループ間 35.705 3 11.902 1.089 .365 
グループ内 437.273 40 10.932 
合計 472.977 43 
産出 
グループ間 9626.250 3 3208.750 60.584 .000 
グループ内 2118.545 40 52.964 
合計 11744.795 43 
母音 度数 平均値 標準偏差 平均値の標準誤差 
知覚 /a/ 29 3.2759 1.84964 .34347 
/e/ 29 2.0690 1.96271 .36447 
産出 /a/ 116 2.0086 2.15687 .20026 









表 7－7 知覚と産出における個人差 
*番号は学籍番号である
番号 出身地 知覚 産出 番号 出身地 知覚 産出 
1 遼寧 12 72 17 遼寧 5 13 
2 遼寧 10 68 19 遼寧 5 8 
3 遼寧 8 58 20 遼寧 4 7 
4 遼寧 8 56 21 遼寧 0 3 
6 遼寧 8 54 22 遼寧 0 1 
7 遼寧 7 45 23 遼寧 0 0 
8 遼寧 7 44 25 河北 12 86 
9 遼寧 7 43 27 河北 4 69 
10 遼寧 6 43 28 河北 3 54 
11 遼寧 6 40 29 河北 3 17 
12 遼寧 6 36 30 河北 2 7 
13 遼寧 6 23 31 天津 5 83 
14 遼寧 6 16 32 天津 3 37 
15 遼寧 5 14 33 天津 2 27 
16 遼寧 5 13 総数 155 1037 
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4.2.4 子音の相違 
























図 7－1 子音種の結果 
図 7－2 子音の調音方法の結果 
図 7－3 子音の調音位置の結果 
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表 7－8 子音による知覚と産出の混同状況 
子音 調音位置 調音方法 有声無声 知覚混同(％) 産出混同(％) 
/dz/ 歯茎音 破擦音 有声 28(24.14) 138(29.74) 
/s/ 歯茎音 摩擦音 無声 19(16.38) 122(26.29) 
/k/ 軟口蓋音 破裂音 無声 19(16.38) 104(22.41) 
/n/ 歯茎音 鼻音 有声 16(13.79) 82(17.67) 
/d/ 歯茎音 破裂音 有声 14(12.07) 94(20.25) 
/r/ 歯茎音 弾き音 有声 14(12.07) 91(19.61) 
/t/ 歯茎音 破裂音 無声 13(11.21) 78(16.81) 
/g/ 軟口蓋音 破裂音 有声 13(11.21) 93(20.04) 
/r/ 歯茎音 弾き音 有声 14(12.07) 91(19.61) 
/b/ 両唇音 破裂音 有声 10(8.62) 83(17.89) 
/h/ 声門音 摩擦音 無声 5(4.31) 73(15.73) 
/m/ 両唇音 鼻音 有声 4(3.45) 79(17.02) 








図 7－4 知覚得点と産出得点の相関関係の散布図 





有意確率 (両側) .659 
































 アクセント型に関しては、知覚と産出を中心に研究されたが(柳 2010・王 2018)、ア
クセント型の関与が見られたものは特殊拍(石澤 2011)、特に促音の研究が多数なされ














































































中高型 2・中高型 3・平板型０という四つのアクセント型を設定した。中高型 2・中
高型 3が東京語標準アクセントに存在していないが、学習者が産出する可能性があ
るため、全てのアクセント型を設定した。 
表 8－1 調査語彙リスト 
起伏式 平板式 
頭高型 1 中高型 2 中高型 3 平板型０ 
さいさん せいせん さいさん せいせん さいさん せいせん さいさん せいせん 
さいさい せいせい さいさい せいせい さいさい せいせい さいさい せいせい 
さんさい せんせい さんさい せんせい さんさい せんせい さんさい せんせい 
さんさん せんせん さんさん せんせん さんさん せんせん さんさん せんせん 
さいせん せいさん さいせん せいさん さいせん せいさん さいせん せいさん 
さいせい せいさい さいせい せいさい さいせい せいさい さいせい せいさい 
さんせい せんさい さんせい せんさい さんせい せんさい さんせい せんさい 









 前述の調査語 64語をキャリアセンテンス「これは     と読みます。」に入れ
て調査文とする。作成した文を 4.2の発話録音協力者が読み上げ、録音した。録音は
SONYレコーダーICD-TX650を使用し、防音設備のある音声調査室で実施した。サンプ
リング周波数は 44.1kHz、量子化 16bitで行った。録音した音声を 4.1で録音確認の








5.1 /a//e/の混同状況  





れぞれ 73・84であった。語中の誤りが 149のうち、/a-a-//e-a-/の誤り数は 92・57
であった。一方、/e/を/a/とする誤りでは、語頭の誤りが 45例のうち、/e-a-//e-e-/















表 8－2 /a//e/の混同数 




語頭 a-a- 32 7 25 9 73 157 306 
a-e- 34 13 24 13 84 
語中 a-a- 16 34 37 5 92 149 




語頭 e-a- 6 3 4 8 21 45 99 
e-e- 6 4 8 6 24 
語中 a-e- 12 7 5 9 33 54 
e-e- 8 3 3 7 21 








モーラ語において、それぞれに頭高型 1・中高型 2・中高型 3・平板型 0という 4種類
のアクセント型が用いられている。 









アクセント型 語頭 語中 総数(％) 
頭高型 1 45 46 91(19.61) 
中高型 2 47 50 97(20.91) 
平板型 0 54 49 103(22.20) 
中高型 3 56 58 114(24.57) 
総数 202 203 405(21.82) 
表 8－4 アクセントによる知覚の分散分析の結果 
平方和 df 平均平方 F 有意確率 
語頭 グループ間 5.313 3 1.771 .199 .897 
グループ内 535.125 60 8.919 
合計 540.438 63 
語中 グループ間 3.297 3 1.099 .109 .955 
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グループ内 606.438 60 10.107 








表 8－5 要因間の相互作用一覧表 
要因 相互作用 主効果 
アクセント型×/i//N/位置×語内位置 F=0.663，ｐ=0.740 /i//N/位置** 






アクセント型×/a//e/位置 F=0.256，ｐ=0.985 /a//e/の位置** 
アクセント型×/i//N/位置 F=0.348，ｐ=0.957 /i//N/位置** 
語内位置×/a//e/位置×/i//N/位置 F=5.103，ｐ=0.000** /a//e/の位置・/i//N/位置
** 
語内位置×/a//e/位置 F=7.784，ｐ=0.000** /a//e/の位置** 






位置のそれぞれの相互作用は図 8－1・図 8－2・図 8－3に示した。 
図 8－1～8－3と表 8－6～8－11を照らし合わせて以下の結果が得られた。 
 イ．図 8－1と表 8－6・表 8－7を照り合わせてみると、/a-a-//e-e-/の傾斜が緩や
かだった。一方で、/a-e-//e-a-/の傾斜は急になっていた。多重比較の結果、/a-e-/






















図 8－1  語内位置×/a//e/の位置 
表 8－6 /a//e/の位置における語内位置 2水準の多重比較 
語内位置 2水準の差 
a-a- ｐ＝4.02 
a-e- ｐ＝0.02  * 
e-a- ｐ=0.014  * 
e-e- ｐ＝0.668 
**p＜0.01 
表 8－7 語内位置における/a//e/の位置 2水準の多重比較 
/a//e/の位置 2水準の差 
語頭 a-a-，e-a- ｐ＝0.000 ** 
a-e-，e-e- ｐ＝0.004 ** 
語中 a-a-，a-e- ｐ＝0.006 ** 
e-a-，e-e- ｐ＝0.011 * 
**p＜0.01,*ｐ<00.05 
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図 8－2 語内位置×/i//N/の位置 
表 8－8 /i//N/の位置における語内位置 2水準の多重比較 
/i//N/の位置による有意差 
語頭 -i-N，-N-i ｐ＝0.008  ** 
-i-N，-N-N ｐ＝0.039  * 
語中 -N-i,-N-N ｐ＝0.028  * 
-i-i,-N-N ｐ＝0.028  * 
**p＜0.01 
表 8－9 語内位置における/a//e/の位置 4水準の多重比較 
語内位置の 2水準の差 
/-i-N/ ｐ＝00.051 





図 8－3 /a//e/の位置×/i//N/の位置 
表 8－10 /a//e/の位置による/i//N/の位置の 4水準の差 
/i//N/の 4水準の差 
a-a- /-i-i//-i-N/,/-N-i//-N-N/  ｐ＝0.004** 
a-e- /-i-N//-N-i//-i-i//-N-N/   ｐ＝00.059 
e-a- /-i-N//-N-i//-i-i//-N-N/   ｐ＝0.229 
e-e- /-i-N//-N-i//-i-i//-N-N/   ｐ＝0.578 
**p＜0.01 
表 8-11 /i//N/の位置による/a//e/の位置の 4水準の差 
/a//e/の 4水準の差 
/-i-i/ /a-a-/, /a-e-//e-a-//e-e-/ ｐ=0.001** 
/-i-N/ /a-a-//a-e-/, /e-a-//e-e-/ ｐ=0.001** 
/-N-i/ /a-a-/, /a-e-//e-a-//e-e-/  ｐ=0.025* 























































  ないせん(内線)、ないらん(内乱)  
はいけん(拝見)、はいせん(敗戦)、ばいてん(売店)、ばいばい(売買)、 
はんかん(反感)、  
  はんたい(反対)、はんだん(判断)、はんばい(販売)、はんらん(反乱・氾濫)、 











































































4モーラ語は前の 2モーラは特殊拍とし、後ろの 2モーラは混同が生じやすい撥音と 
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後続母音/i/を組み合わせた。 
表 9－1 後続音による 3モーラの調査語彙 
撥音 きん けん 




その他 きま けま 
表 9－2後続音による 3モーラの調査語彙 
語頭 語中・語尾 
撥音 きんま けんま まきん まけん 
促音 きった けった たっき たっけ 
長母音 きーま けーま まーき まーけ 
連母音 きあま けあま まきあ まけあ 
きえま けいま まきえ まけい 
きうま けうま まきう まけう 
きおま けおま まきお まけお 
表 9－3 後続音による 4モーラの調査語彙 
撥音 きんきん けんけん 
促音 きっきい けっけい 




















同数は 29例、18例、29例、45例であり、その他の混同数は 3例である。 
図 9－1 知覚における/i//e/の混同率 
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図 9－2 知覚における学習者による/i//e/の混同率 
図 9－3 後続音による/i//e/の混同率 





















































 モーラ数に関しては、2モーラ、3モーラ語、4モーラ語の混同数は 54例、112 例、


















2モーラ 3モーラ -1.79545* .46021 .001 -2.9232 -.6677 
4モーラ -1.31818* .35366 .001 -2.1805 -.4558 
3モーラ 2モーラ 1.79545* .46021 .001 .6677 2.9232 
4モーラ .47727 .49409 .709 -.7289 1.6835 
4モーラ 2モーラ 1.31818* .35366 .001 .4558 2.1805 
3モーラ -.47727 .49409 .709 -1.6835 .7289 














/o/の混同数は 6例、6例、6例、5例であり、その他の混同数は 3例である。 
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図 9－5 産出における/i//e/の混同率 
図 9－6 産出における学習者による/i//e/の混同率 
図 9－7 産出における後続音による/i//e/の混同率 
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図 9－8 産出における学習歴による後続音の/i//e/の混同率 
以上のデータに基づき、統計分析を行ったところ、次の結果が得られた。 
5.1 産出における後続音による音環境に関する結果 

































































2モーラ 3モーラ -0.86364 0.4447 0.131 -1.9181 0.1908 
4モーラ -0.88636 0.4447 0.118 -1.9408 0.1681 
3モーラ 2モーラ 0.86364 0.4447 0.131 -0.1908 1.9181 
4モーラ -0.02273 0.4447 0.999 -1.0772 1.0317 
4モーラ 2モーラ 0.88636 0.4447 0.118 -0.1681 1.9408 
3モーラ -0.86364 0.4447 0.131 -1.9181 0.1908 

























図 9―9 母語話者が産出した/i//e/のフォルマント 
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図 9-10  男性学習者が産出した/u/と/e/のフォルマントの平均値 
図 9-11 女性学習者が産出した/u/と/e/のフォルマントの平均値 




































図 9－13 知覚得点と産出得点の相関関係の散布図 





有意確率 (両側) . .000 
度数 44 44 






有意確率 (両側) . .000 
度数 22 22 





有意確率 (両側) . .001 








































































/i//e/＋/N/の 2モーラ語に設定した。表 10－1のように調査語彙リストを作成した。 
  調査の手順は第 3章・第 4章・第 9章と同じである。 
表 10－1 先行子音による調査語彙 
子音 /e/ /i/ 
破裂音 無声音 /k/ けん きん 
/t/ てん ちん 
/p/ ぺん ぴん 
有声音 /g/ げん ぎん 
/d/ でん ぢん 
/b/ べん びん 
摩擦音 無声音 /h/ へん ひん 
/s/ せん しん 
破擦音 有声音 /dz/ ぜん じん 
鼻音 有声音 /m/ めん みん 
/n/ ねん にん 




表 10-2 知覚における子音別の混同数 
/k/ /t/ /p/ /g/ /d/ /b/ /h/ /s/ /dz/ /m/ /n/ /r/ 総 
/i/ 1 0 3 2 0 5 0 0 0 2 0 1 14 
/e/ 13 0 2 19 0 0 3 2 3 0 0 1 43 
総 14 0 5 21 0 5 3 2 3 2 0 2 57 
図 10－1 知覚における/i//e/の混同率 
図 10－2 知覚における先行子音別の/i//e/の混同率 
表 10-3 産出における子音別の混同数 
/k/ /t/ /p/ /g/ /d/ /b/ /h/ /s/ /dz/ /m/ /n/ /r/ 総 
/i/ 2 0 1 6 0 0 1 0 0 0 0 0 10 
/e/ 9 0 5 8 0 3 1 0 0 2 0 3 31 
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11 0 6 14 0 3 2 0 0 2 0 3 41 
図 10－3 産出における/i//e/の混同率 











































表 10－4 子音別による調音位置と調音方法の相互作用 








修正モデル 443.125a 17 26.066 6.951 .012 
切片 110.216 1 110.216 29.391 .002 
調音位置 158.417 3 52.806 14.081 .004 
i e 36.691 1 36.691 9.784 .020 
調音方法 4.990 4 1.247 .333 .847 
調音位置 * i e 175.083 3 58.361 15.563 .003 
調音位置 * 調音方法 1.500 1 1.500 .400 .550 
i e * 調音方法 4.727 4 1.182 .315 .858 
調音位置 * i e * 調
音方法 
.167 1 .167 .044 .840 
エラー 22.500 6 3.750 
合計 601.000 24 
修正総和 465.625 23 




図 10－5 調音位置×/i//e/の混同の相互作用 



























表 10－5 要因間の相互作用 
従属変数:   混同数  
ソース 
タイプ III 
平方和 df 平均平方 F 有意確率 
修正モデル 153.958a 17 90.056 4.940 .029 
切片 56.981 1 56.981 31.081 .001 
i e 13.876 1 13.876 7.569 .033 
調音方法 4.497 4 1.124 .613 .669 
調音位置 78.083 3 26.028 14.197 .004 
i e * 調音方法 3.932 4 .983 .536 .716 
i e * 調音位置 10.083 3 3.361 1.833 .242 
調音方法 * 調音位置 1.042 1 1.042 .568 .480 
i e * 調音方法 * 調
音位置 
.375 1 .375 .205 .667 
エラー 11.000 6 1.833 
合計 235.000 24 
修正総和 164.958 23 
a. R2 乗 = .933 (調整済み R2 乗 = .744)
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図 10－7 /i//e/の混同による調音位置 

























図 10－9 知覚得点と産出得点の相関関係の散布図 
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有意確率 (両側) . 0.609 































































/u//e/＋/N/の 2モーラ語に設定した。表 11－1のような調査語彙リストを作成した。 
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  調査の手順も既述の章と同じである。 
表 11-1 先行子音による日本語母音/u//e/の調査語彙 
子音 /e/ /u/ 
破裂音 無声音 /k/ けん くん 
/t/ てん つん 
/p/ ぺん ぷん 
有声音 /g/ げん ぐん 
/d/ でん づん 
/b/ べん ぶん 
摩擦音 無声音 /h/ へん ふん 
/s/ せん すん 
破擦音 有声音 /dz/ ぜん ずん 
鼻音 有声音 /m/ めん むん 
/n/ ねん ぬん 




表 11-2 知覚における子音別の混同数 
/k/ /t/ /p/ /g/ /d/ /b/ /h/ /s/ /dz/ /m/ /n/ /r/ 総 
/u/ 1 0 0 1 0 0 0 2 3 0 1 1 9 
/e/ 0 0 0 1 3 1 0 7 6 2 2 0 22 
総 1 0 0 2 3 1 0 9 9 2 3 1 31 
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図 11－1 知覚における/u//e/の混同率 
図 11－2 知覚における子音別の混同率 
表 11-3 産出における子音別の混同数 
/k/ /t/ /p/ /g/ /d/ /b/ /h/ /s/ /dz/ /m/ /n/ /r/ 総 
/u/ 0 3 0 0 0 0 0 6 2 0 0 0 11 
/e/ 0 0 12 1 0 8 1 10 8 2 3 0 45 
総 0 3 12 1 0 8 1 16 10 2 3 0 56 
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図 11-3 産出における/u//e/の混同率 













































表 11－4 子音別による調音位置と調音方法の相互作用 
従属変数:   混同数  
ソース 
タイプ III 
平方和 df 平均平方 F 有意確率 
調音方法 36.490 4 9.122 9.952 .008 
調音位置 21.083 3 7.028 7.667 .018 
ie 2.414 1 2.414 2.634 .156 
調音方法 * 調音位置 .000 1 .000 .000 1.000 
調音方法 * ie 10.490 4 2.622 2.861 .121 
調音位置 * ie 7.750 3 2.583 2.818 .130 
調音方法 * 調音位置 
* ie
.667 1 .667 .727 .426 
エラー 5.500 6 .917 
合計 121.000 24 
修正総和 80.958 23 
図 11－5 調音方法と調音位置の図20 



































表 11－5 要因間の相互作用 
従属変数:   混同数  
ソース 
タイプ III 
平方和 df 平均平方 F 有意確率 
修正モデル 292.333a 17 17.196 7.937 .009 
切片 53.996 1 53.996 24.921 .002 
調音方法 97.477 4 24.369 11.247 .006 
調音位置 84.000 3 28.000 12.923 .005 
ie 29.412 1 29.412 13.575 .010 
調音方法 * 調音位置 15.042 1 15.042 6.942 .039 
調音方法 * ie 15.194 4 3.799 1.753 .257 
調音位置 * ie 30.000 3 10.000 4.615 0.053 
調音方法 * 調音位置 
* ie
26.042 1 26.042 12.019 .013 
エラー 13.000 6 2.167 
合計 436.000 24 
修正総和 305.333 23 
156
図 11－7 調音方法×調音位置の相互作用 





















図 11-9  母語話者が産出した/u/と/e/のフォルマント 
図 11-10 男性学習者が産出した/u/と/e/のフォルマントの平均値 
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図 11-11 女性学習者が産出した/u/と/e/のフォルマントの平均値 



















図 11－13 知覚得点と産出得点の相関関係の散布図 





有意確率 (両側) .631 






























































































































































































































































































表 12-1 学習者による母音の混同結果 








/a/↔/e/ /a/↔/e/ 強い 音環境、母方言、モ
ーラ数、学習レベル 
先行子音/dz/ /a/↔/e/ /a/←/e/ なし 音環境 
/i/ 
/e/ 






































図 12－1 知覚における学習者の混同傾向21 


















表 12－2 練習リスト23 
/a/ /e/ /i/ /e/ /u/ /e/ 





































































【添付資料 1】(第 1章) 
フェイスシート 
1. 姓名：  2.性别（男/女） 3. 出生年份：
4.你所在或者毕业的高校名称？   
5.在家里使用的语言（方言）？   
6.父母使用的方言？   
7.你小学，初中，高中，大学分别使用的方言？  
8.有没有到过日本？有的话多久？   
9.你学日语多长时间了？   
10.你目前日语水平是？   
11.你在哪里学习的日语？  
12.你学习日语的原因是什么？   
13.在实际日语交流中，对日语发音产生过困扰嘛？哪些音？ 
14.日语中有很难发音的音吗？   
15.日语中有很难听取的音吗？   
16.你自己有练习发音吗？大约多久 ？   
17.你有没有和老师以外的日本人谈话的机会？  
18.你看日本的电视节目，电影，动画吗？  
19.你听日本的收音机节目吗？   











同 意 書 
上記研究課題の内容について、研究実施者より説明を受け、その内容を十分理解し
た上で、この研究に参加することについて、 
同意する ・ 同意しない 
という意志を表明いたします。 
氏 名 














同意年月日 年 月 日 
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【添付資料 4】(第 3章・第 5章・第 8章・第 9章～第 11章) 
聞いた単語を平仮名あるいはローマ字で書いてください。 
1． 2． 3． 4． 5． 6． 
7． 8． 9． 10． 11． 12． 
13． 14． 15． 16. 17． 18． 
19． 20． 21. 22. 23. 24. 
25. 26. 27. 28. 29. 30. 
31. 32. 33. 34. 35. 36. 
37. 38. 39. 40. 41. 42. 
43. 44. 45. 46. 47. 48. 
49． 50. 51. 52. 53. 54. 
 ＊単語数は章ごとに準じる 
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【添付資料 5】(第 4章) 
以下の無意味語を平板型で読んでください。 
请用平板型读下列单词。 
1．かんかん 2．かんま 3．けん 4．けんけん 5．けい 6．けんま 
7．まけお 8．まかう 9．けあ 10．まかん 11．けう 12．かうま 
13．かいま 14．まかお 15．かま 16．まけん 17．けいま 18．かお 
19．まーけ 20．かい 21.かっかい 22.かえ 23.かーま 24.けっけい 
25.けおま 26.まかい 27.けま 28.まけう 29.かーかい 30.かう 
31.けーけい 32.かえま 33.けうけん 34.たっか 35.まーか 36.けあけん 
37.けあま 38.けおけん 39.かん 40.かおま 41.けーま 42.まかえ 
43.かおかん 44.かった 45.けうま 46.けった 47.まけあ 48.かえかん 
49.けお 50.けいけん 51.まけい 52.かうかん 53.たっけ 54.かいかん 
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【添付資料 7】(第 9章～第 11章) 
以下の無意味語を平板型で読んでください。 
请用平板型读下列单词。 
1．べん 2．きあきん 3．きあま 4．ぺん 5．きっきい 6． けん 
7．きあ 8．でん 9．きーま 10．くん 11．たっき 12．ぐん 
13．きんま 14．きい 15．きんきん 16. えん 17．づん 18．きうきん 
19．うん 20．きえきん 21.みん 22.まきん 23.れん 24. まーき
25.ぬん 26.きーきい 27.ふん 28.きん 29.びん 30.じん 
31.きった 32.きう 33.ひん 34.きお 35.きうま 36.げん 
37.まきお 38.ぶん 39.まきえ 40.ぜん 41.まきう 42.けん 
43.けんけん 44.ぷん 45.むん 46.けんま 47.まけお 48.けい 
49．きおま 50.けあ 51.ずん 52.まきあ 53.いん 54.せん 
55.へん 56.まけん 57.すん 58.まーけ 59.しん 60.けう 
61.ぴん 62.きえま 63.りん 64.けいま 65.けっけい 66.きお 
67.けあけん 68.けおま 69.じん 70.ねん 71.まけう 72.にん 
73.きま 74.まけあ 75.けま 76.けーけい 77.ちん 78.るん 
79.けーま 80.つん 81.てん 82.けうけん 83.ぎん 84.けおけん 
85.めん 86.けあま 87.けうま 88.けいけん 89.まけい 90.けった 
91.けお 92.たっけ
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例会(昭和女子大学・2017年 12月 2日)【採択審査あり】 
２．「中国人日本語学習者における二字漢語サ変動詞の習得」東アジア日本学研究第
一回国際シンポジウム(中国煙台・魯東大学・2018年 9月 15日)【採択審査あり】 
３.「中国華北東北方言学習者における日本語の母音/a/と/e/の混同について」東京音
声学会(明治大学・2019年 5月 11日)【審査なし】 
４.「日本語母音/a//e/の産出混同における先行子音及び漢字音の影響」第 33回日本
音声学会全国大会(清泉女子大学・2019年 9月 28日)【採択審査あり】 
５．「日本語母音/a//e/の知覚混同におけるアクセントの関与」東京音声学会（2019
年 12月 7日・採択決定） 
ポスター発表（単独） 
６．「中国人日本語学習者における二字漢語サ変動詞の誤用」日本語/日本語教育研究
第９回大会(大阪大学・2017年 10月 1日)【採択審査あり】 
７．「中国人日本語学習者における日本語の母音/a/と/e/の知覚」日本語教育国際研
究大会(イタリアベネチア・「カ・フォスカリ」大学・2018年 8月 3日)【採択審査あ
り】 
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